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国
指
定
重
要
文
化
財
「
福
永
家
住
宅
」
に
つ
い
て

小

橋

靖

は
じ
め
に

二
〇
一
〇
年
五
月
二
十
日
、
鳴
門
公
民
館
（
鳴
門
市
鳴
門
町
高
島
）
に
お
い
て
、
鳴
門
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

人
権
課
主
催
の
「
福
永
家
住
宅
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
イ
ド
養
成
講
座
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
に
使
用
さ
れ
た
解

説
書
は
、
筆
者
が
作
成
し
た
も
の
で
、
講
義
も
担
当
し
た
。
後
に
そ
の
と
き
に
使
用
さ
れ
た
解
説
書
が
な
る
と
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会
の
福
永
家
住
宅
案
内
者
用
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
二
〇
一
五
年

五
月
に
改
訂
版
を
作
成
し
た
。
今
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
目
を
通
す
と
、
満
足
の
い
く
で
き
ば
え
で
な
い
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
テ
キ
ス
ト
は
、
「
塩
づ
く
り
は
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
う
か
。
」
を
主
眼
に
置
き
す
ぎ
て
お
り
、

「
福
永
家
住
宅
」
の
解
説
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
八
年
五
月
十
九
日
に

開
催
さ
れ
た
鳴
門
郷
土
史
研
究
会
五
月
定
例
会
に
お
い
て
、「
国
指
定
重
要
文
化
財

福
永
家
住
宅
」
と
題
し
て
発
表

し
た
。
こ
の
度
、
そ
の
と
き
に
発
表
し
た
も
の
を
も
と
に
ま
と
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
『
重
要
文
化
財
福
永
家
住
宅
主
屋
他
五
棟
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』
に
あ
る
よ
う
に
国
指
定
重
要
文
化
財
が

主
屋
他
五
棟
だ
け
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
主
屋
他
五
棟
と
は
、
主
屋
一
棟
、
離
座
敷
一
棟
、
土
蔵
一

棟
、
塩
納
屋
一
棟
、
薪
納
屋
一
棟
の
六
棟
の
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
①
指
定
文
化
財
の
内
容
は
何
か
、
②
福
永
家
が
か
つ
て
所
有
し
て
い
た
塩
田
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
、

③
福
永
家
に
は
、
塩
づ
く
り
に
関
す
る
資
料
が
何
も
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
他
の
資
料
か
ら
福
永
家
の
塩
づ
く
り
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が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

一

国
指
定
重
要
文
化
財
「
福
永
家
住
宅
」
に
つ
い
て

１

指
定
年
月
日

昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
五
月
二
十
日

２

指
定
文
化
財
の
種
別

建
造
物

３

指
定
内
容

①

主

屋

一
棟

桁
行
一
三
・
四
㍍
、
梁
間
一
○
・
○
㍍

一
部
二
階
建
、
切
妻
造
、
四
面

庇

付
、
本
瓦
葺

ひ
さ
し

ぶ
き

②

離
座
敷

一
棟

桁
行
五
・
七
㍍
、
梁
間
六
・
○
㍍

切
妻
造
、
四
面
庇
付
、
本
瓦
葺

③

土

蔵

一
棟

土
蔵
造
、
桁
行
六
・
四
㍍
、
梁
間
五
・
二
㍍

二
階
建
、
切
妻
造
、
東
面
庇
付
、
本
瓦
葺

附
棟
札

一
枚

「
天
保
四
巳
年
三
月
吉
祥
日
」
の
記
が
あ
る
。

④

納

屋

一
棟

桁
行
六
・
八
㍍
、
梁
間
四
・
○
㍍
、
切
妻
造
、
本
瓦
葺

⑤

塩
納
屋

一
棟

桁
行
九
・
三
㍍
、
梁
間
四
・
二
㍍
、
切
妻
造
、
本
瓦
葺

⑥

薪
納
屋

一
棟

桁
行
四
・
二
㍍
、
梁
間
三
・
四
㍍
、
切
妻
造
、
本
瓦
葺

附
中
門

一
棟

腕
木
門
、
切
妻
造
、
本
瓦
葺



- 3 -

家
相
図

一
枚

「
明
治
三
十
一
年
戊
戌
十
二
月
該
図
設
置
之
」
の
記
が
あ
る
。

宅
地
及
び
塩
田

宅

地

一
、
三
八
三
・
三
平
方
㍍

塩

田

六
、
四
九
九
・
○
平
方
㍍

右
の
地
域
内
の
鹹
水
溜
、
石
積
塀
及
び
石
垣
を
含
む
。

か
ん
す
い
だ
め

４

所
在
地

（
指
定
時
）

宅
地

鳴
門
市
鳴
門
町
高
島
字
浜
中
一
番
、
二
番
一
、
二
番
二

塩
田

鳴
門
市
鳴
門
町
高
島
字
浜
中
七
番
一

（
現

在
）

宅
地

鳴
門
市
鳴
門
町
高
島
字
浜
中
一
四
八
番
、
一
四
九
番
、
一
五
○
番

塩
田
（
公
園
）

鳴
門
市
鳴
門
町
高
島
字
浜
中
一
五
一
番

※

塩
田
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
地
番
が
変
更
し
た
。

５

所
有
者

（
指
定
時
）

宅
地
・
建
物
・
塩
田
す
べ
て

福
永
周
市

（
現

在
）

宅

地

福
永
陽
一
・
福
永

正
、
鳴
門
市

建

物

鳴
門
市

塩
田
（
公
園
）

鳴
門
市
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６

福
永
家
住
宅
の
位
置
図
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福
永
家
住
宅
の
位
置
図
の
う
ち
、
指
定
文
化
財
で
な
い
も
の
は
茶
色
で
示
し
て
お
り
、
出
入
口
の
柵
と
石
階
段
、

ポ
ン
プ
室
、
鹹
水
溜
の
上
屋
、
煙
突
、
煙
道
、
釜
屋
（
内
部
含
む
）
、
木
戸
門
二
か
所
、
木
塀
、
主
屋
と
離
座
敷
の

か
ん
す
い
だ
め

間
な
ど
で
あ
る
。

福永家住宅（保存修理工事竣工時1986年）

入浜塩田時代の福永家住宅

1953年賀古為吉（旧姓福永）撮影
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７

家
相
図
・
棟
札
等

む
な
ふ
だ

①

家
相
図
（
指
定
文
化
財
）

家
相
図
に
書
か
れ
て
い
る
文
言
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

明
治
三
十
一
年
戊
戌
旧
十
二
月
該
図
設
置
之

宅
主
安
政
六
年
七
朱
六
日
金
□
火
姓
産

撰
者

藤
本
□
□
□

印

印

な
お
、
同
じ
高
島
に
あ
る
篠
原
家
の
家
相
図
（
明
治
三

十
七
年
作
成
）
に
も
よ
く
似
た
文
言
が
書
か
れ
て
お
り
、

最
後
に
「
図
者

藤
本
畦
屋

印

印

」
と
記
さ
れ
て
い

る
。

※
参
考
文
献

『
徳
島
県
塩
業
写
真
資
料
集
』

二
七
頁

明治 31年＝ 1898年

安政６年＝ 1859年



- 7 -

②

主
屋
「
お
も
て
」
の
床
の
間
の
床
板
墨
書

上
の
写
真
は
、
主
屋
の
「
お
も
て
」
の
部
屋
に
あ
る

床
の
間
の
畳
下
の
床
板
に
墨
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
で

と
こあ

る
。

（
解
読
文
）

（
意
味
）

文
政
拾
一
戊
歳

文
政
十
一
年
戊

子

つ
ち
の
え
ね

子
正
月
四
日
釿
初

一
月
四
日

釿

初
め

ち
よ
う
な

三
月
拾
三
日
柱
建

三
月
十
三
日
柱
建
て

五
月
廿
四
日
棟
上

五
月
二
十
四
日
棟
上
げ

十
二
月
作
之
、
大
工

十
二
月
完
成

植
松

大
工
植
松

文政 11年＝ 1828年
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③

棟

札

む
な

ふ
だ

徳
島
県
勝
浦
郡
上
勝
町
の
関
守
家
（
民
家
）
の
文
明
元
（
一
四
六
九
）
年
の
棟
札
は
、
現
存
す
る
国
内
最
古
の
民

家
の
棟
札
で
、
阿
波
国
で
は
、
一
般
に
民
家
に
棟
札
を
付
け
る
こ
と
が
古
く
よ
り
慣
習
に
な
っ
て
い
る
。
棟
札
の
形

は
ほ
ぼ
一
定
で
、
上
を
山
形
に
し
、
下
の
角
を
少
し
切
り
落
と
し
て
隅
切
に
し
、
隅
切
を
鬼
門
（
北
東
）
に
向
け
て
、

す
み
ぎ
り

棟
木
に
取
り
付
け
る
。
棟
札
は
二
本
（
上
下
）
の
和
釘
に
ふ
つ
う
一
文
銭
を
六
枚
ず
つ
取
り
付
け
る
。
も
し
、
一
月

～
六
月
に
閏
月
が
あ
る
場
合
、
上
に
一
文
銭
を
七
枚
（
下
は
六
枚
）、
七
月
～
十
二
月
に
閏
月
が
あ
る
場
合
、
下
に
一

文
銭
を
七
枚
（
上
は
六
枚
）
取
り
付
け
る
。

江
戸
時
代
ま
で
の
民
家
の
棟
札
は
、
多
く
が
仏
式
で
書
か
れ
て
お
り
、
表
（
棟
木
に
取
り
付
け
ら
れ
た
状
態
で
、

下
か
ら
見
た
面
）
に
梵
字
の
種
子
一
字
や
真
言
（
祈
と
う
文
）
な
ど
が
書
か
れ
、
梵
字
の
種
子
と
真
言
に
つ
い
て
は
、

ぼ
ん

じ

①
種
子
一
字
の
み
の
場
合
、
②
数
文
字
の
真
言
の
場
合
、
③
両
者
を
併
記
し
た
場
合
が
あ
る
。

次
に
示
す
の
は
、
福
永
家
住
宅
を
解
体
修
理
し
た
と
き
に
出
て
き
た
棟
札
で
、
仏
式
で
書
か
れ
、
梵
字
の
種
子
一

字
と
数
文
字
の
真
言
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
棟
札
に
書
か
れ
て
い
る
記
号
の
意
味
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
記
号
は

上
の
記
号
は
「
九
字
」
と
読
み
、

く

じ

結
界
の
意
味
を

九
字
護
身
法
の
意
味
を
も
つ
。

も
つ
。

ど
ん
な
強
敵
も
恐
れ
る
に
足
り

な
い
と
い
う
意
味
。



- 9 -

ア

前
の
時
代
の
主
屋
の
棟
札

（
表
）

前
の
時
代
の
主
屋
に
付
け
ら

れ
て
い
た
棟
札
で
、
現
在
の
主

屋
に
も
付
け
ら
れ
て
い
た
。

判
読
不
明
。

（
裏
）
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イ

主
屋
の
棟
札

（
表
）

一
切
日
皆
善

一
切
宿
皆
賢

諸
仏
皆
威
徳

結
界
・
バ
ン
（
金
剛
界
の
大
日
如
来
）

九
文
字
の
真
言

九
字
の
記
号

羅
漢
皆
断
漏

以
斯
誠
実
言

願
我
常
吉
祥

（
裏
）

南
無
堅
牢
地
神
諸
大
春
属

維
文
政
十
一
戊
子
（
一
八
二
八
）
年

ア
（
胎
蔵
界
の
大
日
如
来
）

棟
梁
林
松

南
無
五
帝
龍
王
共
諸
春
属

五
月
二
十
有
四
日
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ウ

土
蔵
の
棟
札
（
指
定
文
化
財
）

（
表
）

一
切
日
皆
善

一
切
宿
皆
賢

諸
仏
皆
威
徳

結
界
・
バ
ン
（
金
剛
界
の
大
日
如
来
）

八
文
字
の
真
言

九
字
の
記
号

羅
漢
皆
断
漏

以
斯
誠
実
言

願
我
常
吉
祥

（
裏
）

南
無
堅
牢
地
神
諸
大
春
属
等
皆
守
護

ア
ー
ク
（
胎
蔵
界
の
大
日
如
来
）

天
保
四
巳
（
一
八
三
三
）
年
三
月
吉
祥
日

棟
梁
林
松

南
無
五
大
カ
明
王
諸
春
属
等
皆
擁
護
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エ

離
座
敷
の
棟
札

（
表
）

一
切
日
皆
善

一
切
宿
皆
賢

諸
仏
皆
威
徳

結
界
・
バ
ン
（
金
剛
界
の
大
日
如
来
）

九
文
字
の
真
言

九
字
の
記
号

羅
漢
皆
断
漏

以
斯
誠
実
言

願
我
常
吉
祥

（
裏
）

南
無
堅
牢
地
神
諸
春
属
等
守
護

棟
梁
林
松

（
梵
字
の
種
子
は
不
詳
）

天
保
三
辰
星
（
一
八
三
二
）
十
二
月
吉
祥
日

南
無
五
大
カ
明
王
諸
春
属
等
守
護
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８

鹹
水
溜

か
ん
す
い
だ
め

鹹

水

溜
の

か
ん

す
い

だ
め

容
積
を
綿
密
に

計

算

す

る

と

（
た
だ
し
、
鹹

水
溜
に
あ
る
柱

や
梁
の
容
積
を

無
視
す
る
。
）、

六
五
○
石
入
り

と
な
る
が
、
上

端
か
ら
一
○
㌢

㍍
ま
で

鹹

水

か
ん
す
い

を

入

れ

た

場

合
、
六
○
○
石

と
な
る
。
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９

釜

屋

釜屋・煙道・煙突の外観図

釜屋の内部・煙道・煙突図
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昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
に
福
永
家
住
宅
は
、

重
要
文
化
財
の
建
造
物
と
し
て
国
か
ら
指
定
を
受
け
た

が
、
当
時
、
す
で
に
釜
屋
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
釜
屋
は
指
定
文
化
財
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

福
永
家
の
主
屋
が
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
に
建

て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
代
に
合
わ
せ
た
釜
屋
と

し
て
復
元
さ
れ
た
。

ま
た
、
釜
屋
の
復
元
に
当
た
り
、
か
つ
て
あ
っ
た
平

釜
の

竈

の
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
か
つ
て
の
竈

か
ま
ど

の
高
さ
に
石
釜
の
竈
が
復
元
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
釜

屋
の
地
面
の
高
さ
が
宅
地
の
地
面
よ
り
低
く
な
っ
て
い

る
。
本
来
、
釜
屋
の
地
面
と
宅
地
の
地
面
の
高
さ
は
同

じ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）

年
十
二
月
に
発
生
し
た
南
海
地
震
に
よ
り
、
高
島
地
区

の
地
盤
が
約
五
○
㌢
㍍
ほ
ど
沈
下
し
た
と
い
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
こ
と
が
原
因
で
釜
屋
の
地
盤
が
下
が
っ
た
と

筆
者
は
考
え
て
い
る
。

釜屋の内部写真（竣工時1983年）
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二

福
永
家
が
か
つ
て
所
有
し
て
い
た
塩
田

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
一
月
調
の
「
塩
田
台
帳
」（
保
証
責
任
合
同
塩
業
組
合
旧
蔵
）
に
よ
る
と
、
福
永
周
市

が
所
有
し
て
い
た
塩
田
は
次
の
と
お
り
で
、
す
べ
て
自
作
で
あ
っ
た
。

１

所
有
塩
田

板
野
郡
鳴
門
町
高
島
字
浜
中
七
番
一

塩
田

一
町
六
反
九
畝

板
野
郡
鳴
門
町
高
島
字
南
一
七
八
番

塩
田

四
反
四
畝
一
五
歩

（
合
計
）
二
町
一
反
三
畝
一
五
歩

２

沼
井
数

夫
婦
台
八
三
、
片
台
三
五

（
合
計
）
二
○
一
台

ぬ

い

３

鹹
水
溜

三

か
ん
す
い
だ
め

（
所
在
地
）

板
野
郡
鳴
門
町
高
島
字
浜
中
二
番
一
、
三
番

板
野
郡
鳴
門
町
高
島
字
南
一
八
○
番

４

所
有
塩
田
の
場
所

福
永
家
が
か
つ
て
所
有
し
て
い
た
塩
田
を
図
に
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
元
の
塩
田
地
図
は
、
昭
和
二
十

九
（
一
九
五
四
）
年
一
月
一
日
現
在
の
「
全
国
塩
田
地
図
」（
日
本
専
売
公
社
塩
脳
部
）
に
よ
る
。

な
お
、
現
在
、
福
永
住
宅
と
し
て
存
在
す
る
塩
田
は
、
点
線
ま
で
の
部
分
で
あ
る
。

換算面積

21,173㎡
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三

塩
業
講
座

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
塩
づ
く
り
（
塩
業
）
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
簡
単
に
塩
業
に
つ
い

て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
江
戸
時
代
、「
塩
田
」
は
「
塩
浜
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
、
塩
浜
と

塩
田
を
同
意
語
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

１

塩
田
開
発
の
歴
史

撫
養
城
番
益
田
大
膳
が
播
磨
国
荒
井
村
（
現
在
の
兵
庫
県
高
砂
市
）
か
ら
塩
民
の
七
郎
兵
衛
（
後
の
馬
居
七
郎
兵

む

や

ま
し

た

衛
）
と
五
郎
右
衛
門
（
後
の
大
谷
五
郎
右
衛
門
）
を
招
き
、
慶
長
四
（
一
五
九
九
）
年
三
月
に

夷

山
（
現
在
の
大

え
び
す

桑
島
）
の

麓

に
塩
浜
を
少
々
築
い
た
こ
と
が
、
阿
波
国
の
塩
田
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
塩
田
は
、「
初

ふ
も
と

期
入
浜
」
と
い
わ
れ
、
塩
田
面
積
は
小
さ
い
が
、
周
り
が
堤
防
で
囲
わ
れ
、
毛
細
管
現
象
の
起
き
る
し
く
み
に
な
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
藩
の
許
可
を
得
て
近
国
の
淡
路
国
や
播
磨
国
か
ら
多
く
の
人
々
が
来
る
よ
う
に
な
り
、
萱
原
は
田
畠
に

開
墾
さ
れ
、
干
潟
は
塩
田
に
築
造
さ
れ
て
い
っ
た
。
塩
田
開
発
巧
者
は
、
同
じ
土
木
事
業
の
田
畠
開
発
巧
者
で
も
あ

っ
た
。
や
が
て
「
斎
田
四
組
」
の
大
斎
田
・
中
斎
田
・
大
黒
崎
・
小
黒
崎
に
塩
田
が
築
か
れ
た
。
七
郎
兵
衛
と

さ
い

た

お
お
さ
い

た

な
か
さ
い

た

お
お
く
ろ
さ
き

こ

ぐ
ろ
さ
き

五
郎
右
衛
門
は
、
一
度
、
播
州
へ
帰
郷
し
、
嫡
孫
の
者
に
家
督
を
相
続
し
、
妻
子
と
と
も
に
撫
養
へ
や
っ
て
来
た
。

ま
た
、
氏
神
の
塩
釜
大
明
神
と
宇
佐
八
幡
宮
も
ふ
る
さ
と
か
ら
勧
請
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

開
発
し
た
土
地
が
増
加
す
る
に
し
た
が
い
、
七
郎
兵
衛
と
五
郎
右
衛
門
は
、
慶
長
九
（
一
六
○
四
）
年
三
月
に
藩
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の
許
可
を
得
て
斎
田
大
池
と
黒
崎
大
池
の
工
事
を
お
こ
な
い
、
多
く
の
畠
地
が
田
地
に
替
わ
っ
て
い
っ
た
。

慶
長
十
（
一
六
○
五
）
年
十
二
月
、
義
伝
様
（
藩
主
の
蜂
須
賀
至

鎮

よ
し
し
げ

公
）
が
撫
養
に
お
越
し
に
な
ら
れ
た
と
き
、
斎
田
山
か
ら
開
発
し
た
斎

む

や

田
四
組
の
塩
田
と
田
地
を
ご
覧
に
な
ら
れ
、
た
い
へ
ん
機
嫌
よ
く
、
殿

様
へ
の
お
目
見
え
が
許
さ
れ
た
七
郎
兵
衛
と
五
郎
右
衛
門
に
殿
様
直
筆

の
御
判
物
（
塩
田
開
起
の
制
札
）
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
制
札
に
よ
り

①
新
し
く
開
発
し
た
田
畠
の
年
貢
決
定
、
②
後
々
ま
で
藩
の
直
轄
地
と

す
る
こ
と
、
③
百
姓
た
ち
は
諸
役
免
除
と
な
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
は
、
こ
の
制
札
に
よ
り
塩
業
政
策
が
お
こ
な
わ
れ
、
慶
長
十

一
年
か
十
二
年
の
こ
ろ
ま
で
に
斎
田
・
鍬
島
・
南
浜
・
北
浜
・
竹
島

（
高
島
）
・
三
ツ
石
・
安
芸
の
神
（
明

神
）
に
塩
田
が
で
き
て
、
「
斎

あ
き
の
か
み

田
七
島
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
村
々
に
庄
屋

役
が
命
じ
ら
れ
、
七
郎
兵
衛
と
五
郎
右
衛
門
は
組
頭
庄
屋
に
な
っ
た
。

や
が
て
立
岩
・
弁
財
天
・
小
島
田
に
も
塩
田
が
築
か
れ
、
十
か
村
と
な

り
、
村
々
が
だ
ん
だ
ん
繁
栄
し
て
い
っ
た
。

な
お
、
慶
長
十
二
（
一
六
○
七
）
年
の
三
ツ
石
・
竹
島
・
鍬
島
・
北
浜
の
「
塩
浜
銀
子
割
符
之
事
」
か
ら
、
政
所

ぎ
ん

す

わ
り

ふ

の

こ
と

塩田開起の制札（慶長10年）
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分
も
含
め
た
塩
田
面
積
は
二
七
町
二
反
七
畝
二
九
歩
あ
っ
た
。
斎
田
・
南
浜
・
明
神
・
立
岩
・
弁
財
天
・
小
島
田
の

塩
田
面
積
は
わ
か
ら
な
い
が
、
鳴
門
市
域
に
は
か
な
り
の
塩
田
が
開
発
さ
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。

元
和
八
（
一
六
二
二
）
年
四
月
十
六
日
、
撫
養
城
番
の
益
田
飛
騨
守
様
か
ら
塩
田
施
策
に
関
す
る
一
三
か
条
か
ら

む

や

ま
し

た

な
る
定
書
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
も
の
は
、
①
斎
田
の
塩
屋
中
で
も
め
ご
と
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
村
々
の
政
所

年
寄
の
も
と
で
お
さ
め
る
こ
と
、
②
ど
こ
で
も
塩
田
に
開
発
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
、
藩
の
役
人
に
申
し
出
る

こ
と
、
③
新
し
く
塩
田
を
開
発
し
よ
う
と
し
て
途
中
で
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
ら
、
誰
で
も
開
発
し
た
い
者
が
で

き
る
こ
と
、
④
新
し
く
開
発
し
た
塩
田
を
隠
し
て
あ
と
で
わ
か
っ
た
場
合
、
公
儀
が
召
し
上
げ
、
本
人
の
ほ
か
政
所

も
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
、
⑤
他
国
の
者
を
雇
う
場
合
、
念
入
り
に
よ
く
調
べ
、
保
証
人
を
た
て
て
雇
う
こ
と
な
ど
で
あ

る
。慶

長
四
年
に
は
じ
め
て
塩
田
が
開
発
さ
れ
た
こ
ろ
は
、
近
国
の
淡
路
や
播
磨
か
ら
人
々
を
招
い
て
塩
田
開
発
に
励

む
よ
う
に
藩
主
か
ら
お
達
し
が
あ
り
、
誰
で
も
塩
田
開
発
の
た
め
に
雇
え
て
い
た
が
、
こ
の
定
書
が
出
さ
れ
た
元
和

八
年
に
は
、
他
国
の
者
を
慎
重
に
雇
う
よ
う
に
と
藩
の
姿
勢
が
変
わ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
後
の
塩
田
開
発
に

十
分
な
人
々
が
撫
養
に
来
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

寛
永
二
十
（
一
六
四
三
）
年
ま
で
は
撫
養
塩
方
十
か
村
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
翌
年
の
正
保
元
（
一
六
四
四
）
年
十

二
月
、
斎
田
村
と
鍬
島
村
に
庄
屋
が
二
人
ず
つ
い
た
の
で
、
斎
田
村
か
ら
黒
崎
村
が
独
立
し
、
鍬
島
村
は
大
桑
島
村

と
小
桑
島
村
に
別
れ
、
撫
養
塩
方
十
二
か
村
と
な
っ
た
。
産
出
さ
れ
る
塩
は
、
斎
田
四
組
や
斎
田
七
島
の
よ
う
に
「
斎
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田
」
が
も
と
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
撫
養
塩
方
十
二
か
村
す
べ
て
の
塩
は
「
斎
田
塩
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

む

や

た
。い

っ
ぽ
う
、
塩
俵
の
入
り
目
が
な
か
な
か
定
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
塩
方
代
官
が
置
か
れ
た
正
保
二
（
一
六
四
五
）

年
か
ら
塩
一
俵
は
二
斗
五
升
入
り
に
統
一
さ
れ
た
。

元
和
（
一
六
一
五
～
二
四
）
ご
ろ
か
ら
江
戸
に
十
州
塩
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
記
録
が
表
れ
る
の
は

正
保
元
（
一
六
四
四
）
年
ご
ろ
で
、
主
と
し
て
荒
井
（
播
磨
）
・
撫
養
（
斎
田
塩
）
・
赤
穂
で
あ
る
。
承
応
三
（
一
六

五
四
）
年
に
三
○
万
石
と
推
定
さ
れ
、
享
保
十
一
（
一
七
二
六
）
年
に
は
八
四
万
石
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
に

は
八
○
万
石
（
他
に
地
廻
塩
五
万
石
）
で
、
そ
の
う
ち
、
赤
穂
三
○
万
石
、
斎
田
二
五
万
石
、
竹
原
四
万
石
が
主
な

も
の
で
、
残
り
の
二
○
万
石
は
三
田
尻
・
瀬
戸
田
・
津
倉
・
波
止
浜
塩
で
あ
っ
た
。

み

た

じ
り

せ

と

だ

は

し

は
ま

斎
田
塩
は
塩
問
屋
・
廻
船
問
屋
に
よ
っ
て
江
戸
に
移
出
さ
れ
、
貨
幣
経
済
が
発
達
し
、
承
応
三
年
ご
ろ
の
撫
養
は
、

活
気
に
あ
ふ
れ
た
町
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
開
発
さ
れ
た
塩
田
の
増
加
と
と
も
に
、
江
戸
へ
の

移
出
量
も
増
え
て
い
き
、
撫
養
街
道
沿
い
の
斎
田
や
南
浜
の
郷
町
（
四
軒
屋
）
も
発
展
し
、
撫
養
は
繁
栄
し
て
い
っ

ご
う
ま
ち

し

け

ん

や

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

な
お
、
史
料
「
塩
方
御
代
官
一
巻
」
か
ら
、
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
か
ら
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
ま
で
の
撫

養
十
二
か
村
の
平
均
塩
田
面
積
は
二
八
七
町
七
反
九
畝
五
歩
で
、
享
和
二
（
一
八
○
二
）
年
の
塩
田
面
積
は
二
九
六

町
八
反
六
畝
一
○
歩
で
あ
る
の
で
、
撫
養
十
二
か
村
の
塩
田
開
発
は
、
三
ツ
石
村
を
除
い
て
明
和
三
年
に
ほ
ぼ
終
了
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し
た
と
い
え
る
。

２

塩
業
用
語

①

入
浜
塩
田

撫
養
の
塩
田
は
、
当
初
、
初
期
入
浜
が
開
発
さ
れ
、
後
に
面
積
的
に
大
き
な
塩
田
が
開
発
さ
れ
た
り
、
経
営
面
積

む

や

を
大
き
く
し
た
り
し
て
、
塩
業
だ
け
で
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
一
軒
前
の
「
入
浜
塩
田
」
を
所
有
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

②

一
軒
前
（
一
戸
前
）

塩
業
研
究
第
一
人
者
の
廣
山
堯
道
氏
に
よ
る
と
、
農
業
・
漁
業
な
ど
と
の
兼
業
で
な
く
、
塩
業
の
経
営
が
専
業
化

し
て
き
た
も
の
で
、
そ
の
経
営
規
模
が
七
反
な
い
し
一
町
五
反
歩
を
一
軒
（
一
戸
）
と
呼
び
、
一
軒
（
一
戸
）
ご
と

に
せ
ん
ご
う
釜
を
有
し
て
い
る
も
の
を
「
一
軒
前
（
一
戸
前
）」
と
い
う
。

な
お
、
鳴
門
市
域
で
は
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
、
十
五
年
に
相
次
い
で
完
成
し
た
塩
業
組
合
の
製
塩
工
場

で
鹹
水
を
せ
ん
ご
う
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
塩
田
の
規
模
だ
け
で
「
一
軒
前
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

か
ん
す
い

一
町
五
反
～
二
町
歩
の
塩
田
規
模
が
あ
っ
た
。

③

上
荷
舟
（
船
）

う
わ

に

ぶ
ね

塩
田
の
横
に
あ
る
水
尾
川
に
上
荷
舟
を
着
け
、
塩
俵
を
積
み
、
廻
船
ま
で
運
ぶ
た
め
に
使
用
し
た
り
、
廻
船
で
石

に

お

炭
を
運
ん
で
き
て
、
沖
で
廻
船
か
ら
上
荷
舟
に
石
炭
を
積
み
込
み
、
水
尾
川
ま
で
運
ん
で
き
た
り
す
る
。
す
な
わ
ち
、

に

お
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塩
俵
専
用
に
運
ぶ
上
荷
舟
と
石
炭
を
専
用
に
運
ぶ
上
荷
舟
が
あ
る
。

④

せ
ん
ご
う
釜

『
日
本
製
塩
技
術
史
の
研
究
』
五
九
一
頁
・
五
九
二
頁
に
よ
る
と
、「
元
禄
六
（
一
六
九
三
）
年
に
は
、
す
で
に
石

釜
が
定
型
化
し
、
明
治
期
の
松
葉
焚
の
も
の
と
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
」
と
記
載
さ
れ
、
そ
の
こ
ろ
、

だ
き

す
で
に
煙
道
の
余
熱
を
利
用
す
る
温
め
鍋
が
考
案
さ
れ
て
い
た
。

ぬ
る

せ
ん
ご
う
釜
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
石
釜
が
使
わ
れ
た
。
『
鳴
門
塩
田
絵
巻
』
九
九
頁
や
高
島
の

篠
原
家
文
書
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
四
（
一
九
○
一
）
年
に
高
島
の
一
部
の
人
が
鋳
鉄
釜
（
平
釜
）
を
導
入
し
、
篠

原
家
も
明
治
三
十
五
年
六
月
に
導
入
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
福
永
家
も
明
治
三
十
五
年
ご
ろ
、
石
釜
か
ら
鋳
鉄
釜
（
平

釜
）
に
移
行
し
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
石
釜
は
壊
れ
る
ま
で
昼
夜
関
係
な
く
継
続
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、
三
○
日
ほ
ど
使
用
す
る
と
、
石
釜
の
底

（
鍋
底
）
に
亀
裂
が
入
っ
て
壊
れ
た
。
そ
の
後
、
石
釜
を
造
り
直
し
た
。
さ
ら
に
、
石
釜
か
ら
平
釜
に
替
わ
っ
て
も

石
釜
時
代
と
同
じ
よ
う
に
昼
夜
関
係
な
く
継
続
し
て
使
用
さ
れ
た
。
石
釜
よ
り
長
い
日
数
使
わ
れ
た
が
、
だ
ん
だ
ん

平
釜
の
底
な
ど
に
固
い
硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
へ
ば
り
つ
き
、
熱
伝
導
が
悪
く
な
る
の
で
、
あ
る
程
度
、
硫
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
が
へ
ば
り
つ
い
た
ら
、
ハ
ン
マ
ー
で
鉄
製
の
矢
を
叩
い
て
取
り
除
い
た
。

⑤

せ
ん
ご
う
釜
の
燃
料

石
釜
の
燃
料
と
し
て
、
長
い
間
、
松
葉
・
松

薪

・
樵
木
な
ど
が
使
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
燃
料
を
使
っ
た
焚
き
方
は

た
き
ぎ

こ
り
き

た

「
松
葉
焚
」
と
い
わ
れ
た
。
元
禄
期
（
一
六
八
八
～
一
七
○
四
）
か
ら
宝
暦
期
（
一
七
五
一
～
一
七
六
四
）
に
か
け
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て
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
塩
田
を
築
造
す
る
者
が
激
増
し
て
塩
の
生
産
過
剰
と
な
り
、
塩
価
は
下
落
し
て
塩
業
不
況
に

陥
っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
九
州
の
津
屋
崎
で
は
、
元
禄
十
三
（
一
七
○
○
）
年
ご
ろ
に
製
塩
の
燃
料
と
し
て
、
は
じ
め
て
石
炭

が
使
わ
れ
た
。
石
炭
は
松
葉
・
松
薪
・
樵
木
な
ど
と
比
べ
て
生
産
コ
ス
ト
が
低
額
で
あ
っ
た
た
め
、
瀬
戸
内
十
州
塩

こ
り
き

田
に
徐
々
に
石
炭
焚
が
伝
播
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
石
炭
の
利
用
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
松
葉
・
松
薪
・

樵
木
な
ど
の
製
塩
燃
料
の
販
売
で
生
計
を
立
て
て
い
た
人
々
の
反
発
は
大
き
か
っ
た
。

鳴
門
市
域
に
は
、
文
化
四
（
一
八
○
七
）
年
に
石
炭
利
用
技
術
が
入
っ
て
き
た
が
、
徳
島
藩
は
、
こ
れ
ま
で
の
製

塩
燃
料
で
生
計
を
立
て
て
い
た
北
灘
や
淡
路
国
な
ど
の
人
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
石
炭
焚
の
許
可
を
な

か
な
か
与
え
な
か
っ
た
。
石
炭
焚
に
切
り
替
え
た
他
国
で
は
、
塩
の
生
産
コ
ス
ト
が
下
が
り
、
優
位
な
塩
の
販
売
を

し
て
い
た
。
徳
島
藩
で
は
、
よ
う
や
く
文
化
九
年
か
ら
三
か
月
間
だ
け
石
炭
焚
が
許
可
さ
れ
た
。
文
政
三
（
一
八
二

○
）
年
一
月
に
は
、
石
炭
焚
が
六
か
月
間
許
可
さ
れ
、
翌
文
政
四
年
の
冬
に
は
石
炭
惣
焚
が
許
可
さ
れ
た
。
し
か
し

そ
う
だ
き

な
が
ら
、
な
か
に
は
従
来
の
松
葉
焚
を
続
け
る
者
も
お
り
、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
の
「
石
炭
并
松
葉
焚
荒
積
見

だ
き

合
算
建
帳
」
に
よ
る
と
、
そ
の
こ
ろ
の
撫
養
十
二
か
村
に
は
、
釜
屋
が
二
○
○
軒
ほ
ど
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
二
○
㌫

の
四
○
軒
ほ
ど
が
松
葉
焚
で
あ
っ
た
と
い
う
。
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⑥

苦

汁

に

が
り

苦
汁
と
は
、
①
石
釜
や
平
釜
で
鹹

水
を
煮
つ
め
て
（
せ
ん
ご
う
し
て
）
塩
（
塩
化

に
が
り

か
ん
す
い

ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
採
っ
た
あ
と
の
液
体
（
母
役
）
や
、
②
で
き
た
塩
を
「
し
お
と
り

ぼ
え
き

籠
」
に
入
れ
た
あ
と
、
下
に
落
ち
た
（
苦
汁
壷
に
入
っ
た
）
液
体
の
こ
と
を
い
い
、

ま
だ
、
苦
汁
に
は
、
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
た
。

ま
た
、「
表
１
」
は
、
海
水
に
含
ま
れ
る
塩
類
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
塩
化
ナ
ト

リ
ウ
ム
を
除
い
た
も
の
が
苦
汁
で
あ
る
。
苦
汁
の
中
で
は
、
塩
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が

い
ち
ば
ん
多
く
あ
る
。

⑦

真
塩
と
差

塩

ま
し
お

さ
し
じ
お

鹹

水
を
そ
の
ま
ま
煮
つ
め
て
採
っ
た
塩
が
真
塩
で
、
現
代
の
ほ
と
ん
ど
の
塩
は
真

か
ん
す
い

ま
し
お

塩
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
江
戸
時
代
、
ほ
と
ん
ど
の
藩
で
は
、
石
釜
で
鹹
水
を
煮
つ

め
る
と
き
、
苦
汁
を
差
し
て
（
入
れ
て
）
塩
を
採
っ
た
。
こ
の
塩
が
差
塩
で
、
真
塩

と
比
べ
て
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
含
有
率
が
低
か
っ
た
。
な
お
、
徳
島
藩
で
つ
く
ら
れ

た
塩
は
、
す
べ
て
差
塩
で
あ
っ
た
。

濃度（g/kg溶液） g/100g固形物

塩化ナトリウム NaCl 26.69 77.93

塩化マグネシウム MgCl2 3.28 9.59

硫酸マグネシウム MgSO4 2.10 6.12

硫酸カルシウム CaSO4 1.38 4.03

塩化カリウム KCl 0.72 2.11

臭化マグネシウム MgBr2 0.08 0.22

34.25 100.00

塩　　　　　類

合　　　　計

表１　海水に含まれる塩類
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⑧

菰

俵
と

叺

俵

こ
も
だ
わ
ら

か
ま
す

塩
は
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ
と
菰
俵

で
取
り
引
き
さ
れ
て
き
た
が
、
明
治
三
十
八
（
一
九

○
五
）
年
六
月
一
日
、
塩
専
売
法
の
施
行
に
伴
い
、

翌
年
四
月
か
ら
国
は
塩
の
包
装
を
菰
俵
か
ら
叺
俵
へ

切
り
替
え
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
従
来
の
菰
俵
の

ま
ま
専
売
局
へ
納
入
す
る
者
が
跡
を
絶
た
な
か
っ
た

た
め
、
国
は
当
分
の
間
、
菰
俵
を
容
認
し
た
。
大
正

六
（
一
九
二
七
）
年
ご
ろ
に
な
っ
て
や
っ
と
、
菰
俵

の
納
入
が
な
く
な
り
、
完
全
に
叺
俵
に
替
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。

塩
俵
は
上
荷
船
で
専
売
局
へ
運
ば
れ
、
検
査
を
受
け
、
一
等
塩
～
五
等
塩
、
等
外
に
検
定
さ
れ
た
。
一
等
塩
の
規

う
わ
に
ぶ
ね

定
は
、
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
含
有
率
が
九
○
㌫
以
上
で
、
二
等
塩
以
下
は
五
㌫
刻
み
で
少
な
く
な
り
、
五
等
塩
は
塩
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
含
有
率
が
七
○
㌫
以
上
七
五
㌫
未
満
で
あ
っ
た
。
昭
和
初
期
に
Ｓ

Ｔ
式
製
塩
法
や
遠
心
分
離
機
が
導
入

エ
ス
テ
ー

さ
れ
る
ま
で
、
多
く
の
塩
は
五
等
塩
と
な
っ
た
。
五
等
塩
に
検
定
さ
れ
た
理
由
は
、
差

塩
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

さ
し
じ
お

江
戸
時
代
の
多
く
の
塩
は
差
塩
で
あ
っ
た
の
で
、
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
含
有
率
が
七
○
㌫
に
満
た
な
い
も
の
も
多
く
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
塩
は
保
管
（
乾
燥
）
日
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
液
体
の
苦
汁
が
塩
俵
（
菰

に
が
り

俵
）
の
下
に
落
ち
、
塩
俵
は
目
減
り
し
た
。
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四

福
永
家
の
塩
づ
く
り

福
永
家
に
は
、
塩
づ
く
り
に
関
す
る
資
料
が
何
も
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
福
永
家
と
同
じ
高
島
に
あ
る
篠
原
家

の
史
料
か
ら
、
福
永
家
の
塩
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

前
述
の
よ
う
に
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
一
月
調
の
福
永
家
の
所
有
塩
田
は
二
町
一
反
三
畝
一

五
歩
、
沼
井
数
は
二
○
一
台
で
あ
る
。
ま
た
、
各
地
の
土
地
台
帳
を
元
に
ま
と
め
た
『
瀬
戸
内
塩
田

ぬ

い

の
所
有
形
態
』
二
一
六
頁
に
よ
る
と
、
福
永
家
の
塩
田
は
、
そ
の
ま
ま
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
篠
原
家
文
書
か
ら
「
篠
原
家
に
お
け
る
明
治
二
十
八
年
度
～
四
十
三
年
度
製
塩
高
の
推
移
」

を
「
表
２
」
に
ま
と
め
た
。
明
治
三
十
七
年
度
ま
で
の
塩
俵
は
、
江
戸
時
代
と
同
じ
菰
俵
で
、
一
俵

こ
も

は
二
斗
五
升
入
り
で
あ
る
。
塩
専
売
法
が
施
行
さ
れ
た
明
治
三
十
八
年
度
以
降
、
塩
俵
は

叺

俵
に

か
ま
す

替
わ
り
、
一
俵
は
四
○
斤
入
り
又
は
八
○
斤
入
り
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
表
２
」
の
「
年
間
製

塩
高
（
俵
）
」
を
見
て
も
違
和
感
が
な
い
。
ど
う
し
て
か
考
え
て
み
た
と
こ
ろ
、
元
の
篠
原
家
文
書

が
後
の
時
代
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
、
明
治
二
十
八
年
度
か
ら
三
十
七
年
度
の
塩
俵
は
、
三
十
八
年

度
以
降
の
も
の
と
同
じ
四
○
斤
俵
で
記
載
さ
れ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
塩
二
斗
五
升

は
、
重
さ
八
○
斤
（
四
○
斤×

二
俵
）
と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
下
の
よ
う
に
塩
一
石

は
、
一
九
二
㌔
㌘
と
な
る
。

「
表
２
」
の
「
せ
ん
ご
う
一
日
当
た
り
の
製
塩
高
」
と
「
沼
井
一
台
当
た
り
の
製
塩
高
（
俵
）」
を
そ
の
ま
ま
使
用

　塩2斗5升が40斤塩俵２俵分と考えると、
　（2斗5升＝0.25石、1石＝0.25石×4）
　塩１石の重量は、40斤×2×4＝320斤となる。
　1斤＝0.6㎏であるので、0.6㎏×320斤＝192㎏となる。
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し
て
、
福
永
家
の
年
間
製
塩
高
等
を
計
算
し
た
の
が
「
表
３
」
で
あ
る
。「
せ
ん
ご
う
日
数
」
は
、「
年
間
製
塩
高
（
俵
）
」

沼井数

台 40斤俵　(俵) 50斤俵　(俵)

明治28(1895)年度 157 150 9,623 64.2 51.4 61.3

明治29(1896)年度 196 182 9,658 53.1 42.5 49.3

明治30(1897)年度 196 221 11,947 54.1 43.3 61.0

明治33(1900)年度 196 174 12,132 69.7 55.8 61.9

明治34(1901)年度 196 188 12,573 66.9 53.5 64.1

明治35(1902)年度 196 193 10,136 52.5 42.0 51.7

明治36(1903)年度 196 206 13,327 64.7 51.8 68.0

明治37(1904)年度 196 184 13,843 75.2 60.2 70.6

明治38(1905)年度 196 174 11,330 65.1 52.1 57.8

明治39(1906)年度 196 211 12,358 58.6 46.9 63.1

明治40(1907)年度 196 198 10,350 52.3 41.8 52.8

明治41(1908)年度 196 201 11,417 56.8 45.4 58.3

明治42(1909)年度 196 201 10,545 52.5 42.0 53.8

明治43(1910)年度 196 203 10,272 50.6 40.5 52.4

明治44(1911)年度 196 227 11,337 49.9 39.9 57.8

沼井１台
当たりの

製塩高(俵)

表２　篠原家における明治２８年度～４３年度製塩高の推移

年間製
塩

高　(俵)

せんごう１日当たりの製塩高
年　　度

※ 篠原家文書(ｼﾉﾊ02261)による。ただし、明治31・32年度はない。

せんごう
日数(日)

沼井数

台 40斤俵　(俵) 50斤俵　(俵)

明治28(1895)年度 201 61.3 12,321 64.2 51.4 192 9,869

明治29(1896)年度 201 49.3 9,909 53.1 42.5 187 7,948

明治30(1897)年度 201 61.0 12,261 54.1 43.3 227 9,829

明治33(1900)年度 201 61.9 12,442 69.7 55.8 179 9,988

明治34(1901)年度 201 64.1 12,884 66.9 53.5 193 10,326

明治35(1902)年度 201 51.7 10,392 52.5 42.0 198 8,316

明治36(1903)年度 201 68.0 13,668 64.7 51.8 211 10,930

明治37(1904)年度 201 70.6 14,191 75.2 60.2 189 11,378

明治38(1905)年度 201 57.8 11,618 65.1 52.1 178 9,274

明治39(1906)年度 201 63.1 12,683 58.6 46.9 216 10,130

明治40(1907)年度 201 52.8 10,613 52.3 41.8 203 8,485

明治41(1908)年度 201 58.3 11,718 56.8 45.4 206 9,352

明治42(1909)年度 201 53.8 10,814 52.5 42.0 206 8,652

明治43(1910)年度 201 52.4 10,532 50.6 40.5 208 8,424

明治44(1911)年度 201 57.8 11,618 49.9 39.9 233 9,297

せんごう１日当たりの製塩高 せんごう
鹹水量(石)

せんごう
日数(日)

表３　篠原家のデータから推測する福永家の製塩高の推移

年　　度
沼井１台当
たりの製塩

高(俵)

年間製塩
高　(俵)
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を
「
せ
ん
ご
う
一
日
当
た
り
の
製
塩
高
（
俵
）」
で
割
る
と
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
せ
ん
ご
う
一
日
当
た
り

の
製
塩
高
（
俵
）
を
二
種
類
の
四
○
斤
俵
と
五
○
斤
俵
の
表
記
と
し
て
い
る
の
は
、
五
○
斤
俵
数
か
ら
せ
ん
ご
う
鹹
水

か
ん
す
い

量
を
推
測
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
『
鳴
門
塩
田
絵
巻
』
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
同
書
を
ま
と
め
る
と
、「
ボ

ー
メ
比
重
一
七
度
の
鹹
水
一
石
を
焚
く
と
、
塩
が
五
○
斤
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
○
斤
俵
数
を
せ
ん
ご
う
鹹
水

量
（
石
）
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
ボ
ー
メ
比
重
は
鹹
水
の
塩
分
濃
度
を
表
す
指

標
で
あ
る
が
、
単
純
化
す
る
た
め
無
視
し
た
。

そ
の
結
果
、
「
表
３
」
の
「
せ
ん
ご
う
鹹
水
量
（
石
）
」
は
、
「
せ
ん
ご
う
一
日
当
た
り
の
製
塩
高
（
俵
）
の
五
○

斤
俵
数
」
に
「
せ
ん
ご
う
日
数
」
を
掛
け
る
と
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
治
二
十
八
年
度
～
四
十
四
年
度
の
年
間
製
塩
高
（
四
○
斤
俵
で
）
は
、
塩
専
売
法
施
行
以
前
が
九
、
九
○
九
俵

～
一
四
、
一
九
一
俵
、
塩
専
売
法
施
行
後
、
一
○
、
五
三
二
俵
～
一
二
、
六
八
三
俵
と
な
っ
て
い
る
。

塩
専
売
法
施
行
後
、
塩
の
製
造
は
許
可
制
と
な
り
、
一
日
の
せ
ん
ご
う
鹹
水
量
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
り
、『
鳴
門

塩
田
絵
巻
』
や
篠
原
家
文
書
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
三
年
十
二
月
以
降
、
上
限
が
四
○
石
に
な
っ
た
。

せ
ん
ご
う
日
数
は
、
一
七
八
日
～
二
三
三
日
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
八
年
度
～
四
十
四
年
度
の
年
間
せ
ん
ご

う
鹹
水
量
は
、
七
、
九
四
八
石
～
一
一
、
三
七
八
石
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
篠
原
家
文
書
の
デ
ー
タ
か
ら
福
永
家
の
塩
づ
く
り
を
検
討
し
て
み
た
。
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※
（
参
考
）

江
戸
時
代
の
塩
田
面
積

福
永
家
の
所
有
す
る
塩
田
が
江
戸
時
代
も
明
治
時
代
も
同
じ
場
合
、
塩
田
面
積
も
江
戸
時
代
と

明
治
時
代
が
同
じ
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
実
際
は
異
な
る
。
そ
の
理
由
は
、
地
租
改
正
の
た
め
、

明
治
九
（
一
八
七
五
）
年
か
ら
全
国
で
お
こ
な
わ
れ
た
一
筆
調
査
に
よ
り
、
今
ま
で
の
塩
田
面
積

に
浜
溝
面
積
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
塩
田
面
積
を
計
算
す
る
に

は
、
明
治
時
代
以
降
の
塩
田
面
積
か
ら
浜
溝
面
積
を
引
く
必
要
が
あ
る
。

『
鳴
門
市
史
』
下
巻
三
○
頁
～
三
二
頁
に
明
治
十
七
年
の
撫
養
十
二
か
村
と

む

や

各
村
ご
と
の
塩
田
面
積
と
そ
の
内
数
と
し
て
汐

通

（
浜
溝
）
面
積
が
記
載
さ

し
お
ど
お
し

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
塩
田
面
積
に
占
め
る
浜
溝
面
積
の
割
合
（
以
下
、「
浜

溝
面
積
率
」
と
い
う
。
）
を
計
算
す
る
と
、
「
表
４
」
の
よ
う
に
な
る
。
撫
養
十

二
か
村
全
体
の
浜
溝
面
積
率
は
一
二
・
四
七
㌫
あ
る
が
、
高
島
村
は
一
二
・
○

○
㌫
で
あ
る
。
こ
の
高
島
村
の
浜
溝
面
積
率
を
使
用
し
て
福
永
家
の
塩
田
に
浜

溝
を
含
ま
な
い
塩
田
面
積
を
計
算
す
る
と
、
下
の
よ
う
に
一
町
八
反
七
畝
二
六

歩
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
江
戸
時
代
の
塩
田
面
積
一
町
八
反
七
畝
二
六
歩
と
明

治
時
代
以
降
の
塩
田
面
積
二
町
一
反
三
畝
一
五
歩
は
、
同
じ
広
さ
の
塩
田
で
あ

る
と
い
え
る
。

A 1 A 2  （歩） B 1 B 2  （歩）

撫養１２か村 389町3反8畝15歩 1,168,155 48町5反4畝12歩 145,632 12.47

高　島　村 85町5反6畝9歩 256,689 10町2反6畝15歩 30,795 12.00

表４　明治１７年における撫養１２か村と高島村の浜溝面積率

村　　名
塩　田　面　積 浜溝面積（左の内数） 浜溝面積率

（％）
B2／A2×100

　①　塩田面積2町1反3畝15歩を歩に換算すると、
　 　6,405歩になる。
　②　塩田面積から浜溝面積を引いた面積は、
　 　6,405歩×（100－12.0）％＝5,636.4歩
     5,636.4歩＝1町8反7畝26.4歩となる。
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お
わ
り
に

福
永
家
住
宅
に
は
、
主
屋
・
離
座
敷･

土
蔵
・
納
屋
の
住
居
部
分
と
、
入
浜
塩
田
跡
・
鹹
水
溜
・
釜
屋
・
薪
納
屋

か
ん
す
い
だ
め

・
塩
納
屋
の
塩
づ
く
り
の
施
設
が
あ
り
、
福
永
家
住
宅
の
ご
案
内
は
、
塩
づ
く
り
の
施
設
が
主
体
に
な
っ
て
い
る
と

推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
入
浜
塩
田
が
復
元
で
き
て
い
な
い
現
状
で
、
福
永
家
住
宅
を
ご
案
内
す
る
人
は
、

塩
づ
く
り
の
説
明
に
苦
労
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
福
永
家
の
塩
づ
く
り
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
、
本
稿
を
書
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
本
稿
は
少
し
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
福
永
家
住
宅
の
ご

案
内
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

本
文
の
最
後
に
参
考
と
し
て
、
江
戸
時
代
と
明
治
時
代
の
塩
田
面
積
の
違
い
を
記
載
し
た
が
、
塩
田
面
積
は
時
代

に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
日
本
専
売
公
社
の
「
専
売
統
計
年
報
」
に
よ
る
と
、
入
浜
塩
田

か
ら
流
下
式
塩
田
に
転
換
し
た
後
の
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
度
以
降
、
枝
条
架
と
濃

縮

台
の
面
積
が
塩
田

し
じ
よ
う
か

の
う
し
ゆ
く
だ
い

面
積
に
算
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
枝
条
架
や
濃
縮
台
は
、
か
つ
て
入
浜
塩
田
で
あ
っ
た
場
所
以
外
に
も
設
置
さ

れ
た
こ
と
が
そ
の
要
因
で
あ
る
。
ま
た
、
流
下
式
塩
田
が
廃
止
さ
れ
、
土
地
区
画
整
理
事
業
で
塩
田
が
埋
め
立
て
ら

れ
る
と
き
、
堤
防
の
面
積
も
塩
田
面
積
に
算
入
さ
れ
た
。
こ
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
こ
と
は
あ
ま
り
気
に
す
る
必

要
は
な
い
が
、
枝
条
架
と
濃
縮
台
の
こ
と
は
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

参
考
文
献

『
重
要
文
化
財
福
永
家
住
宅
主
屋
他
五
棟
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』
一
九
八
四
年
・
重
要
文
化
財
福
永
家
住
宅
修
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理
委
員
会

『
徳
島
県
塩
業
写
真
資
料
集
』
小
橋
靖
・
二
○
一
六
年
・
グ
ラ
ン
ド
印
刷
（
自
費
出
版
）

『
阿
波
の
民
家
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
・
徳
島
県
教
育
委
員
会
編
集
・
一
九
七
六
年
・
原
田
印
刷
出
版

『
全
国
塩
田
地
図
』
一
九
五
四
年
・
日
本
専
売
公
社
塩
脳
部

『
日
本
製
塩
技
術
史
の
研
究
』
廣
山
堯
道
・
一
九
八
三
年
・
雄
山
閣
出
版

『
鳴
門
塩
田
絵
巻
』
緒
方
常
雄
・
小
橋
靖
・
二
○
一
五
年
・
グ
ラ
ン
ド
印
刷
（
自
費
出
版
）

『
製
塩
秘
録
』
緒
方
常
雄
・
一
九
六
四
年
・
緒
方
常
雄
（
自
費
出
版
）

『
日
本
塩
業
大
系
』
近
世
（
稿
）・
一
九
八
二
年
・
日
本
専
売
公
社

『
大
日
本
塩
業
全
書
』
第
一
編
・
一
九
○
六
年
・
大
蔵
省
主
税
局

『
瀬
戸
内
塩
田
の
所
有
形
態
』
重
見
之
雄
・
一
九
九
三
年
・
大
明
堂

『
鳴
門
市
史
』
下
巻
・
一
九
八
八
年
・
鳴
門
市

『
祖
父
聞
書

昔
の
高
島
』
岩
村
武
勇
・
一
九
五
三
年
・
岩
村
武
勇
（
自
費
出
版
）

『
藩
法
集
３

徳
島
藩
』
一
九
六
二
年
・
創
文
社

『
阿
波
藩
民
政
資
料
』
一
九
一
六
年
・
徳
島
県

『
鳴
門
市
史
』
上
巻
・
一
九
七
六
年
・
鳴
門
市


